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session
トランスポートセッションを特定のセッショングループに関連付けるには、バックホールセッ

ションマネージャコンフィギュレーションモードで sessionコマンドを使用します。セッショ
ンを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

session group group-name remote-ip remote-port local-ip local-port priority
no session group group-name remote-ip remote-port local-ip local-port priority

構文の説明 セッショングループの名前。group -name

リモート IPアドレス。remote -ip

リモートポート番号。範囲は 1024～ 9999です。remote -port

ローカル IPアドレス。local -ip

ローカルポート番号。範囲は 1024～ 9999です。local -port

セッショングループの優先順位。範囲は 0～ 9999で、0が最高優先順位です。priority

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード バックホールセッションマネージャコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco MC3810のプ
ラットフォームに導入されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドがCisco IAD2420シリーズに導入されました。このリリースは、Cisco
AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850ではサポートされていません。

12.2(8)T

このリリースでは、このコマンドは Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

使用上のガイドライン サーバーはリモートマシン上にあることが前提となります。

例 次の例は、トランスポートセッションをセッショングループ「group5」に関連付け、
パラメータを指定したものです。
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Router(config-bsm)# session group
group5
172.13.2.72 5555 172.18.72.198 5555 1
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session group
トランスポートセッションを特定のセッショングループに関連付けるには、バックホールセッ

ションマネージャコンフィギュレーションモードで session groupコマンドを使用します。
セッションを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

session group group-name remote-ip remote-port local-ip local-port priority
no session group group-name remote-ip remote-port local-ip local-port priority

構文の説明 セッショングループの名前。group -name

リモート IPアドレス。remote -ip

リモートポート番号。範囲は 1024～ 9999です。remote -port

ローカル IPアドレス。local -ip

ローカルポート番号。範囲は 1024～ 9999です。local -port

当該セッショングループの優先順位。範囲は 0～ 9999で、0が最高優先順位で
す。

priority

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード バックホールセッションマネージャコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに導入されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco MC3810のプ
ラットフォームに導入されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IAD2420シリーズに導入されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン サーバーはリモートマシン上にあることが前提となります。

例 次の例は、トランスポートセッションをセッショングループ「group5」に関連付け、
上述のキーワードを指定したものです。

session group
group5
172.16.2.72 5555 192.168.72.198 5555 1
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session protocol（ダイヤルピア）
パケットネットワークを介したローカルルータとリモートルータ間におけるコールのセッショ

ンプロトコルを指定するには、ダイヤルピアコンフィギュレーションモードで session protocol
コマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

session protocol {aal2-trunk | cisco | sipv2 | smtp}
no session protocol

構文の説明 ダイヤルピアで、ATMアダプテーション層 2（AAL2）非スイッチドトランク
セッションプロトコルを使用します。

aal2 -trunk

ダイヤルピアで、Cisco独自仕様の VoIPセッションプロトコルを使用します。cisco

ダイヤルピアで、インターネット技術特別調査委員会（IETF）規格の Session
Initiation Protocol（SIP）を使用します。このキーワードと SIPオプションを使用
します。

sipv2

ダイヤルピアで、Simple Mail Transfer Protocol（SMTP）セッションプロトコルを
使用します。

smtp

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズのVoIPピアに導入されました。11.3(1)T

このコマンドは、VoFR)ダイヤルピアをサポートするように変更さ
れました。

12.0(3)XG

このコマンドは、Cisco AS5300ストアアンドフォワードファクス
用に変更されました。

12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco MC3810の VoATMダイヤルピアに導入されま
した。aal2-trunkキーワードが追加されました。

12.1(1)XA

このコマンドはCisco IOSリリース 12.1(1)Tに統合されました。sipv2
キーワードが追加されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに導入されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco 1750に導入されました。12.2(4)T
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変更内容リリース

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されまし
た。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 7200
シリーズに導入されました。このリリースは、Cisco AS5300、Cisco
AS5350、Cisco AS5400、および Cisco AS5850ではサポートされてい
ません。このリリースでは、キーワード aal2-trunkおよび smtpは
Cisco 7200シリーズではサポートされていません。

12.2(8)T

このリリースでは、このコマンドは Cisco AS5350、Cisco AS5400、
および Cisco AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXEAmsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン キーワード ciscoは、Cisco 1750、Cisco 1751、Cisco 3600シリーズおよび Cisco 7200シリーズ
の各種ルータの VoIPにのみ適用されます。

aal2-trunkキーワードは、Cisco 7200シリーズルータの VoATMにのみ適用されます。

このコマンドは、オンランプとオフランプの両方のストアアンドフォワードファクス機能に適

用されます。

例 次に、AAL2トランキングをセッションプロトコルとして設定した例を示します。

dial-peer voice 10 voatm
session protocol aal2-trunk

次に、Ciscoセッションプロトコルをセッションプロトコルとして設定した例を示しま
す。

dial-peer voice 20 voip
session protocol cisco

次に、SIPの VoIPダイヤルピアを VoIPコールシグナリングのセッションプロトコル
として設定した例を示します。

dial-peer voice 102 voip
session protocol sipv2

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音声カプセ

ル化の方法を指定します。

dial-peer voice

ダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定します。session target (VoIP)
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session protocol（Voice over Frame Relay）
パケットネットワークを介したローカルルータとリモートルータ間におけるコールの Voice
over Frame Relay（VoFR）プロトコルを確立するには、ダイヤルピアコンフィギュレーション
モードで session protocolコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

session protocol {cisco-switched | frf11-trunk}
no session protocol

構文の説明 シスコ独自仕様の Cisco VoFRセッションプロトコル。（Cisco 7200シリーズ
で有効な唯一のセッションプロトコルです。）

cisco -switched

FRF.11セッションプロトコル。frf11 -trunk

コマンドデフォルト cisco-switched

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが VoIPで導入されました。11.3(1)T

このコマンドが変更され、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 7200
シリーズ、および Cisco MC3810の各種プラットフォームの VoFRがサポートされ
るようになりました。

12.0(3)XG

VoFRダイヤルピアにキーワード cisco-switchedおよび frf11-trunkが追加されまし
た。

12.0(4)T

使用上のガイドライン Ciscoダイヤルピアと Ciscoダイヤルピア間の接続には、デフォルトのセッションプロトコル
の方が純粋な FRF.11実装よりも優れたメリットが得られるため、デフォルトのセッションプ
ロトコルを使用することが推奨されます。他ベンダーの FRF.11準拠機器に接続する場合は、
FRF.11セッションプロトコルを使用してください。

FRF.11セッションプロトコルを使用する場合は、called-numberコマンドを併用する必要があ
ります。

（注）

例 次の例は、VoFRダイヤルピア 200に FRF.11セッションプロトコルを設定したもので
す。

dial-peer voice 200 vofr
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session protocol frf11-trunk
called-number 5552150

関連コマンド DescriptionCommand

静的 FRF.11トランク接続を使用している場合に、着信 VoFR
コールレッグを正しい POTSコールレッグにブリッジできるよ
うにします。

called-number (dial-peer)

Voice over Frame Relayダイヤルピアに対する音声の音声コーダ
レートを指定します。

codec (dial-peer)

地域のアナログ音声インターフェイス関連のトーン、呼び出し

音およびパターンの設定を指定します。

cptone

（ダイヤルプランに応じて）ダイヤルピアに使用するプレフィッ

クス、完全なE.164電話番号、または ISDN電話番号のいずれか
を指定します。

destination-pattern

ダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームの生成を有効化しま
す。

dtmf-relay (Voice over Frame
Relay)

ロータリーハントグループ内のダイヤルピアの優先順序を示し

ます。

preference

特定のダイヤルピアまたは接続先ゲートキーパーにネットワー

ク固有のアドレスを指定します。

session target

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設定

します。

signal-type
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session protocol aal2
音声サービスセッションコンフィギュレーションモードを開始して、ATMアダプテーション
層 2（AAL2）のトランキングを指定するには、音声サービスコンフィギュレーションモード
で session protocol aal2コマンドを使用します。

session protocol aal2

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード 音声サービスコンフィギュレーション（config-voi-serv）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.1(1)XA

このコマンドがCisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに導入されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Cisco 7200シリーズルータの VoATMに適用されます。

AAL2の音声サービスセッションコンフィギュレーションモードで設定できるのは、コール
アドミッションコントロールやサブセル多重化などの AAL2機能のみです。

例 次の例は、まずグローバルコンフィギュレーションモードで開始して、音声サービス

セッションコンフィギュレーションモードにアクセスしたものです。

voice service voatm
session protocol aal2
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session protocol multicast
セッションプロトコルをマルチキャストとして設定するには、ダイヤルピアコンフィギュレー

ションモードで session protocol multicastコマンドを使用します。デフォルトのプロトコルに
リセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

session protocol multicast
no session protocol multicast

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトのセッションプロトコル：Cisco。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズの Cisco Hoot and
Holler over IPアプリケーションに導入されました。

12.1(2)XH

このコマンドが、Cisco IOSリリース 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

このコマンドが Cisco 1750および Cisco 1751に導入されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、Hoot and Hollerネットワークを実装した音声会議用です。このコマンドを使
用すると、同一セッションに同時に 3つ以上のポートが参加できるようになります。

例 次の例は、ダイヤルピアコンフィギュレーションコマンド session protocol multicast
を付随するコマンドと併用したものです。

dial-peer voice 111 voip
destination-pattern 111
session protocol multicast
session target ipv4:237.111.0.111:22222
ip precedence 5
codec g711ulaw

関連コマンド 説明コマンド

音声マルチキャストダイヤルピアのセッションターゲットを割り当てま

す。

session target ipv4
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session refresh
SIPセッション更新をグローバルに有効にするには、SIPコンフィギュレーションモードで
session refreshコマンドを使用します。セッション更新を無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

session refresh
no session refresh

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト セッション更新は行われません。

コマンドモード SIPコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(2)T

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン SIP session refreshコマンドを使用すると、セッション更新要求を送信できます。

例 次の例は、SIPコンフィギュレーションモードでセッション更新を設定したものです。

Router(conf-serv-sip)# Session refresh

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピア別にセッション更新を有効にします。voice-class sip session refresh
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session start
TCL IVR 2.0アプリケーションの新しいインスタンス（セッション）を開始するには、アプリ
ケーションコンフィギュレーションモードで session startコマンドを使用します。セッション
を停止して設定を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

session start instance-name application-name
no session start instance-name

構文の説明 このアプリケーションインスタンスを一意に識別する英数字ラベル。instance-name

Tclアプリケーション名。ここには、service コマンドで割り当てられたア
プリケーション名を入力します。

application-name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード アプリケーション構成

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

call application session start（グローバルコンフィギュレーション）コマンドを置き
換える目的でこのコマンドが導入されました。

12.3(14)T

使用上のガイドライン •このコマンドを使用すると、TCL IVR 2.0アプリケーションの新しいセッションまたはイ
ンスタンスを開始できます。Cisco IOSソフトウェアではアクティブなコールレッグがな
いとVoiceXMLアプリケーションを開始できないため、このコマンドではVoiceXMLアプ
リケーションのセッションは開始できません。

• serviceコマンドを使用して対象のTclアプリケーションをゲートウェイにロードした後に
のみ、アプリケーションインスタンスを開始できます。

•このコマンドを使用すると、ゲートウェイが再起動した場合にはセッションも再起動しま
す。

•開始したアプリケーションセッションが動作停止した場合は、ゲートウェイを再起動しな
い限り、当該アプリケーションセッションは再起動しません。Tclスクリプトは、「call
close」コマンドなどを実行することによって意図的に動作を停止する場合や、スクリプト
エラーが原因で動作に失敗する場合があります。

•異なる複数のインスタンス名を使用すると、同じアプリケーションの複数のインスタンス
を開始できます。

例 次の例は、アプリケーション「demo」のセッション「my_instance」を開始したもので
す。
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application
session start my_instance demo

次の例は、アプリケーション「demo」のもう 1つのセッションを開始したものです。

application
session start my_instance2 demo

関連コマンド 説明コマンド

TCL IVR 2.0アプリケーションの新しいインスタンス
（セッション）を開始します。

call application session start (global
configuration)

ダイヤルピアに特定のスタンドアロンアプリケーション

をロードします。

service

登録されているすべてのサービスの要約情報を 1行で表
示します。

show call application services registry

音声アプリケーションセッションに関する要約情報また

は詳細情報を表示します。

show call application sessions
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session target（MMoIPダイヤルピア）
MultimediaMail over IP（MMoIP）ダイヤルピアからの T.37ストアアンドフォワードファクス
コールを受信する電子メールアドレスを指定するには、ダイヤルピアコンフィギュレーション

モードで session targetコマンドを使用します。ターゲットアドレスを削除するには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

session target mailto: {name | $d$ | $m$ | $e$} [{@domain-name}]
no session target

構文の説明 一致するコールは、SimpleMail Transfer Protocol（SMTP）またはExtended Simple
Mail Transfer Protocol（ESMTP）を使用してネットワークに転送されます。

mailto:

この文字列には、電子メールアドレス、名前、またはメーリングリストのエイ

リアスを入力できます。

name

このマクロは、ゲートウェイアクセス番号の宛先パターン、つまり着信番号ま

たは着信番号識別サービス（DNIS）番号に置き換えられます。
$d$

このマクロは、（存在する場合）リダイレクトダイヤル番号（RDNIS）に置き
換えられます。リダイレクトダイヤル番号が存在しない場合は、ゲートウェイ

アクセス番号（DNIS）に置き換えられます。このマクロでは、ファクス検出自
動音声応答（IVR）アプリケーションの使用が必須です。

ファクス検出アプリケーションの Tool Command Language（Tcl）ス
クリプトまたは VoiceXMLドキュメントを変更した場合は、$m$の
代わりに他の文字列を mailtoに転送することができます。詳細につ
いては、当該 Tclスクリプト付属の readmeファイルまたは『Cisco
VoiceXML Programmer's Guide』を参照してください。

（注）

$m$

このマクロは、DNIS、RDNIS、または VoiceXMLファクス検出ドキュメント
transferタグ内の cisco-mailtoaddress変数で指定されている有効な電子メールア
ドレスを示す文字列に置き換えられます。デフォルトでは、ファクス検出ドキュ

メントで cisco-mailtoaddress変数が指定されていない場合、$e$にはDNISがマッ
ピングされます。

session target mailtoコマンドでMMoIPダイヤルピアに $e$が指定されていない
一方で、ファクス検出ドキュメントの transferタグで cisco-mailtoaddress変数が
指定されている場合は、MMoIPダイヤルピアで指定した設定が優先され、
cisco-mailtoaddress変数は無視されます。

このコマンドでドメイン名を指定した場合、VoiceXMLドキュメン
トでは、ドメインは転送せずに、電子メールアドレスのユーザー名

部分のみが転送されます。ドメイン名が cisco-mailtoaddressから転
送された場合、session target mailtoコマンドでは $e$のみを指定す
る必要があります。

（注）

$e$
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（任意）ターゲットアドレスに関連付けるドメイン名を含む、アットマーク

（@）から始まる文字列。たとえば、@mycompany.comなど。

@
domain-name

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドは、ストアアンドフォワードファクスをサポートするよう変更さ

れました。

12.0(4)T

Cisco AS5300のファクス検出機能に $m$キーワードが導入されました。12.1(5)XM1

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されました。12.2(2)XA

Cisco AS5300の VoiceXMLファクス検出機能に $e$キーワードが導入されまし
た。

12.2(2)XB

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 1751、Cisco 2600
シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、Cisco 3745の各プラットフォームに
導入されました。

12.2(8)T

このコマンドがCisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400の各プラットフォー
ムに導入されました。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、単一の電子メール名を指定することによって1人の受信者に対し
て電子メールを配信したり、あるいは name引数に電子メールのエイリアスを指定してそのエ
イリアスがメーラーで展開されるようにすることによって、複数の受信者に対して電子メール

を配信できます。

$m$マクロを使用すると、ファクス検出 IVRアプリケーションの使用時に、リダイレクトダ
イヤル番号（RDNIS）を電子メール名の一部として含めることができます。$m$が指定されて
いるにもかかわらずコール情報に RDNISが存在しない場合は、RDNISの代わりに当該ゲート
ウェイのアクセス番号（ダイヤル番号、または DNIS）が使用されます。たとえば、発信者が
最初に6015550111をダイヤルしてファクス送信し、そのコールが6015550122（ゲートウェイ）
に（通話中または無応答時の転送処理で）リダイレクトされた場合、RDNISは6015550111で、
DNISは 6015550122となります。

$e$マクロを使用すると、ファクス送信時に、VoiceXMLファクス検出ドキュメントの
cisco-mailtoaddress変数を電子メールアドレスのユーザー名部分にマッピングできます。
VoiceXMLドキュメントの transferタグに cisco-mailtoaddress変数が指定されていない場合、ア
プリケーションによって DNISが電子メールアドレスのユーザー名にマッピングされます。

例 次に、ファクスメールを複数の受信者に送信する例を示します。

session〜 sgcp tse payload
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dial-peer voice 10 mmoip
session target mailto:marketing-information@mailer.example.com

mailer.example.comが sendmailアプリケーションを実行中であると仮定すると、次の情
報を /etc/aliasesファイルに入力することができます。

marketing-information:
john@example.com,
fax=+14085550112@sj-offramp.example.com

次に、ファクス検出 IVRアプリケーションを使用した例を示します。この例では、
session target (MMoIP dial peer)コマンドは、アドレスの一部としてリダイレクトされ
た着信番号識別サービス（RDNIS）を含む電子メールアカウントに対して当該ファク
スコールを転送します。この例では、発信者が最初に6015550111をダイヤルしてファ
クス送信し、当該コールが（通話中または無応答時に）6015550122に転送されたこと
が示されており、この番号が設定されているゲートウェイの着信番号となります。こ

の場合、RDNISは 6015550111で、ダイヤル番号（DNIS）は 6015550122です。この例
に示されているように、ファクスがゲートウェイから転送されると、セッションター

ゲットは 6015550111@mail-server.unified-messages.comへと展開されます。

dial-peer voice 4 mmoip
session target mailto:$m$@mail-server.unified-messages.com

次の例は、VoiceXMLファクス検出アプリケーションのセッションターゲットを設定
したものです。この例では、VoiceXMLドキュメントから電子メールアドレスのユー
ザー名部分のみ（例：「johnd」）が転送されます。

dial-peer voice 4 mmoip
session target mailto:$e$@cisco.com

この例では、VoiceXMLドキュメントからドメイン名を含む完全な電子メールアドレ
ス（例：「johnd@cisco.com」）が転送されます。

dial-peer voice 5 mmoip
session target mailto:$e$

関連コマンド 説明コマンド

（ダイヤルプランに応じて）ダイヤルピア照合に使用する完全な E.164
電話番号またはその一部を指定します。

destination-pattern

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、特定のダイ

ヤルピアを定義します。

dial-peer voice
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session target（POTSダイヤルピア）
POTSダイヤルピアからのループバックコールを指定するには、ダイヤルピアコンフィギュ
レーションモードで session targetコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、
このコマンドの no形式を使用します。

session target {loopback:compressed | loopback:uncompressed}
no session target

構文の説明 すべての音声データは、圧縮モードで送信元にループバックされま

す。

loopback:compressed

すべての音声データは、非圧縮モードで送信元にループバックされ

ます。

loopback:uncompressed

コマンドデフォルト ループバックコールは指定されていません。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導入されまし
た。

11.3(1)T

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.0(3)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されました。12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このリリースは、CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、およびCiscoAS5850
ではサポートされていません。

12.2(8)T

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合され、このリリースは Cisco
AS5200、CiscoAS5350、CiscoAS5400、およびCiscoAS5850がサポートされてい
ます。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、コールの音声伝送パスをテストできます。ループバックポイント

は、コールオリジンと選択したループバックタイプによって異なります。

例 次の例は、ダイヤルピアからのトラフィックが圧縮モードでループバックします。

dial-peer voice 10 pots
session target loopback:compressed

session〜 sgcp tse payload
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関連コマンド DescriptionCommand

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音声カプセル化の

方法を指定します。

dial -peer voice
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session target（VoATMダイヤルピア）
指定した VoATMダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定するには、ダイヤルピア
コンフィギュレーションモードで session targetコマンドを使用します。デフォルトにリセッ
トするには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 3600シリーズルータ
session target interface pvc {name | vpi/vcivci}
no session target

Cisco 7200シリーズルータ
session target atm slot/port pvc {word | vpi/vcivci} CID
no session target

構文の説明 ダイヤルピアアドレスのシリアルインターフェイス。serial

ATMインターフェイス。入力できる数は 0のみです。atm

ルータのインターフェイスタイプおよびインターフェイス番号。interface

ダイヤルピアアドレスのスロット番号とポート番号。slot / port

このダイヤルピアの特定の ATM相手先固定接続（PVC）。pvc

PVC名。name

（任意）PVCを識別する名前。PVCの作成時に word識別子を割り当て済みの
場合は、この引数で PVCを識別できます。

word

当該 PVCの ATMネットワーク上の仮想パス識別子（VPI）および仮想チャネ
ル識別子（VCI）。表示される値は次のとおりです。

• Cisco 3600シリーズおよび ATM逆多重化（IMA）を用いるマルチポート
T1/E1 ATMネットワークモジュールの場合、vpiの範囲は 0～ 5、vciの範
囲は 1～ 255です。

• OC3 ATMネットワークモジュールの場合、vpiの範囲は 0～ 15、vciの範囲
は 1～ 1023です。

vpi / vci

この PVCの ATMネットワーク仮想チャネル識別子（VCI）。vci

この PVCのATMネットワークチャネル識別子（CID）。範囲は 8～ 255です。CID

コマンドデフォルト このコマンドは、IPアドレスまたはドメイン名が設定されていない状態で有効になっていま
す。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドが変更され、VoATMダイヤルピア、VoHDLCダイヤルピアおよび
POTSダイヤルピアをサポートするようになりました。このコマンドが Cisco
MC3810に導入されました。

11.3(1)MA

このコマンドは、VoFRダイヤルピアをサポートするように変更されました。こ
のコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導入されました。

12.0(3)XG

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが、VoATMダイヤルピアおよび VoIPダイヤルピアをサポートする
ように変更されました。このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび CiscoMC3810
に導入されました。VoHDLCはサポート対象から除外されました。

12.0(7)XK

このコマンドが、VoATMダイヤルピアのサポート強化のため変更されました。12.1(1)XA

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(2)Tに統合されました。12.1(2)T

このコマンドが Cisco 7200シリーズに導入されました。12.2(2)T

使用上のガイドライン session targetコマンドを使用すると、ダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスまたはドメ
イン名を指定できます。ネットワーク固有のアドレスを選択するか、ドメイン名を選択するか

は、選択したセッションプロトコルによって異なります。このコマンドのシンタックスは、

RFC 1738に規定されている単純シンタックス mailto:に準拠しています。

session target loopbackコマンドを使用すると、コールの音声伝送パスをテストできます。ルー
プバックポイントは、コールオリジンと選択したループバックタイプによって異なります。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファクス機能に適用されます。

Cisco 7200シリーズルータの VoATMダイヤルピアに CIDを指定する前に、session protocol
aal2-trunkダイヤルピアコンフィギュレーションコマンドを入力する必要があります。

このコマンドは、POTSダイヤルピアには適用されません。（注）

例 次の例は、VoATMのセッションターゲットを設定したものです。当該セッションター
ゲットは、ATMインターフェイス 0内の VCIが 20の PVCに送信されます。

dial-peer voice 12 voatm
destination-pattern 13102221111
session target atm0 pvc 20

次に、ファクスメールを複数の受信者に送信する例を示します。

session〜 sgcp tse payload
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dial-peer voice 10 mmoip
session target marketing-information@mailer.example.com

mailer.example.comが sendmailを実行中であると仮定すると、次の情報を /etc/aliases
ファイルに入れることができます。

marketing-information:
john@example.com,
fax=+14085550112@sj-offramp.example.com

次の例は、VoATMのセッションターゲットを設定したものです。当該セッションター
ゲットは、ATMインターフェイス 0、さらにはVPI/VCIが 1/100の PVCに送信されま
す。

dial-peer voice 12 voatm
destination-pattern 13102221111
session target atm1/0 pvc 1/100

関連コマンド DescriptionCommand

着信 VoFRコールレッグを正しい POTSコールレッグにブリッジで
きるようにします。

called-number

ダイヤルピアに対する音声の音声コーダレートを指定します。codec (dial-peer)

アナログ音声ポート用の地域トーン、呼び出し音、およびパターン

の設定を指定します。

cptone

（ダイヤルプランに応じて）ダイヤルピアに使用するプレフィック

スまたは完全な E.164電話番号を指定します。
destination-pattern

DSPがダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームを生成できるように
します。

dtmf-relay

ハントグループ内のダイヤルピアの優先選択順序を示します。preference

パケットネットワーク経由のローカルルータとリモートルータ間の

コールで使用する VoFRプロトコルを確立します。
session protocol

ダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定します。session target

コールの音声伝送パスをテストします。session target loopback

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設定しま

す。

signal-type
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session target（VoFRダイヤルピア）
指定したVoFRダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定するには、ダイヤルピアコ
ンフィギュレーションモードで session targetコマンドを使用します。デフォルトにリセット
するには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 2600シリーズルータおよび Cisco 3600シリーズルータ
session target interface dlci [cid]
no session target

Cisco 7200シリーズルータ
session target interface dlci
no session target

構文の説明 このダイヤルピアに関連付けられているシリアルインターフェイスおよびインター

フェイス番号（スロット番号とポート番号）。選択したインターフェイスタイプで

有効なインターフェイス番号範囲を指定するには、インターフェイスタイプの後に

?と文字入力します。

interface

このダイヤルピアのデータリンク接続識別子。有効値の範囲は 16～ 1007です。dlci

（任意）FRF.11コールのデータに使用される DLCIサブチャネル。CIDは、セッ
ションプロトコルが frf11-trunkの場合にのみ指定する必要があります。セッショ
ンプロトコルが cisco-switchedの場合、CIDは動的に割り当てられます。範囲は 4
～ 255です。

デフォルトでは、データには CID 4、呼制御には CID 5が使用されま
す。音声トラフィックの CID値には、6～ 63の値を選択することが推
奨されます。CIDが 63より大きい場合、FRF.11ヘッダーに余剰な 1バ
イトが追加されます。

（注）

cid

コマンドデフォルト デフォルトでは、このコマンドは IPアドレスまたはドメイン名が設定されていない状態で有
効になっています。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3(1)T

このコマンドが Cisco MC3810の VoFRダイヤルピア、VoHDLCダイヤルピアおよ
び POTSダイヤルピアに導入されました。

11.3(1)MA

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズの VoFRダイヤル
ピアに導入されました。cidオプションが追加されました。

12.0(3)XG
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変更内容リリース

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.0(4)Tに統合され、Cisco 7200の VoFRダイ
ヤルピアおよび POTSダイヤルピアに導入されました。

12.0(4)T

使用上のガイドライン session targetコマンドを使用すると、ダイヤルピアのネットワーク固有のアドレスまたはドメ
イン名を指定できます。ネットワーク固有のアドレスを選択するか、ドメイン名を選択するか

は、選択したセッションプロトコルによって異なります。このコマンドのシンタックスは、

RFC 1738に規定されている単純シンタックス mailto:に準拠しています。

session target loopbackコマンドは、コールの音声伝送パスをテストする用途に使用します。
ループバックポイントは、コールオリジンと選択したループバックタイプによって異なりま

す。

VoFRダイヤルピアの場合、session protocolコマンドで cisco-switchedオプションが使用され
ている際には、cidオプションは使用できません。

例 次の例は、Voice over Frame Relayダイヤルピア 200（FRF.11ダイヤルピア）で FRF.11
セッションプロトコルを使用して、当該ダイヤルピアのセッションターゲットをシリ

アルインターフェイス 1/0、DLCI 100に設定したものです。

dial-peer voice 200 vofr
destination-pattern 13102221111
called-number 5552150
session protocol frf11-trunk
session target serial 1/0 100 20

次に、ファクスメールを複数の受信者に送信する例を示します。

dial-peer voice 10 mmoip
session target marketing-information@mailer.example.com

mailer.example.comが sendmailを実行中であると仮定すると、次の情報を /etc/aliases
ファイルに入れることができます。

marketing-information:
john@example.com,
fax=+14085551212@sj-offramp.example.com

関連コマンド DescriptionCommand

着信 VoFRコールレッグを正しい POTSコールレッグにブリッジできる
ようにします。

called-number

ダイヤルピアに対する音声の音声コーダレートを指定します。codec (dial-peer)

アナログ音声ポート用の地域トーン、呼び出し音、およびパターンの設

定を指定します。

cptone
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DescriptionCommand

（ダイヤルプランに応じて）ダイヤルピアに使用するプレフィックスま

たは完全な E.164電話番号を指定します。
destination-pattern

DSPがダイヤルピアの FRF.11 Annex Aフレームを生成できるようにし
ます。

dtmf-relay

ハントグループ内のダイヤルピアの優先選択順序を示します。preference

パケットネットワーク経由のローカルルータとリモートルータ間のコー

ルで使用する VoFRプロトコルを確立します。
session protocol

ダイヤルピアへの接続時に使用するシグナリングタイプを設定します。signal-type
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session target（VoIPダイヤルピア）
VoIPまたは VoIPv6ダイヤルピアからコールを受信するネットワーク固有のアドレスを指定す
るには、ダイヤルピアコンフィギュレーションモードで session targetコマンドを使用します。
デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco 1751、Cisco 3725、Cisco 3745、および Cisco AS5300
session target {dhcp | ipv4:destination-address | ipv6:[{destination-address}] | dns:[{$s$. | $d$. | $e$.
| $u$.}] hostname | enum:table-num | loopback:rtp | ras | sip-server | registrar} [{:port}]
no session target

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco AS5350、Cisco AS5400、およびCisco AS5850
session target {dhcp | ipv4:destination-address | ipv6:[{destination-address}] | dns:[{$s$. | $d$. | $e$.
| $u$.}] hostname | enum:table-num | loopback:rtp | ras | settlement provider-number | sip-server |
registrar} [{:port}]
no session target

構文の説明 ルータがDHCP経由でセッションターゲットを取得するように設定しま
す。

dhcpオプションは、セッションプロトコルとして Session
Initiation Protocol（SIP）が使用されている場合にのみ利用可
能です。SIPを有効にするには、session protocol（ダイヤル
ピア）コマンドを使用します。

（注）

dhcp

コールを受信するダイヤルピアの IPアドレスを設定します。コロン記号
は必須です。

ipv4: destination
-address

コールを受信するダイヤルピアの IPv6アドレスを設定します。IPv6ア
ドレスは必ず角括弧で囲む必要があります。コロン記号は必須です。

ipv6:
[destination-address]
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ダイヤルピアの名前を解決してコールを受信するドメインネームシステ

ム（DNS）サーバーを格納するホストデバイスを設定します。コロン記
号は必須です。

VoIPピアのセッションターゲットを定義する場合は、このキーワードと
合わせて次のマクロのいずれかを入力します。

• $s$. --（任意）ドメイン名の一部として送信元宛先パターンが使用
されます。

• $d$. --（任意）ドメイン名の一部として宛先番号が使用されます。

• $e$. --（任意）着信番号の桁が逆向きに反転され、着信番号の各桁
の間にピリオドが追加されます。この処理後の文字列が、ドメイン

名の一部として使用されます。

• $u$. --（任意）宛先パターンの一致しない部分（定義された内線番
号など）が、ドメイン名の一部として使用されます。

• hostname --ターゲットアドレスに関連付けられた完全なホスト名
（たとえば、serverA.example1.com）を含む文字列。

dns:[$s$]
hostname

ENUM検索テーブル番号を設定します。範囲は 1～ 15です。コロン記
号は必須です。

enum: table -num

送信元にループバックするすべての音声データを設定します。コロン記

号は必須です。

loopback:rtp

RAS（登録、許可、状態）シグナリング機能プロトコルを設定します。
E.164アドレスの IPアドレスへの変換時には、ゲートキーパーが参照さ
れます。

ras

グローバル SIPサーバーを、ダイヤルピアからのコールの宛先として設
定します。

sip -server

（任意）ダイヤルピアアドレスのポート番号。コロン記号は必須です。: port

決済サーバーを、終端ゲートウェイのアドレス解決のターゲットとして

設定します。

• provider-number引数には、プロバイダーの IPアドレスを指定しま
す。

settlement provider
-number

コールがレジストラエンドポイントにルーティングされるよう指定しま

す。

•キーワード registrarは、SIPダイヤルピアにのみ使用できます。

registrar

コマンドデフォルト IPアドレスまたはドメイン名は定義されていません。
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コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3600シリーズに導
入されました。

11.3(1)T

このコマンドが変更されました。このコマンドがCiscoAS5300に導
入されました。rasキーワードが追加されました。

12.0(3)T

このコマンドが、Cisco AS5300のストアアンドフォワードファク
スに導入されました。

12.0(4)XJ

このコマンドはCisco IOSリリース12.1(1)Tに統合されました。キー
ワード settlementおよび sip-serverが追加されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されまし
た。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合されました。こ
のリリースでは、CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、およ
び Cisco AS5850でのサポートは含まれていません。

12.2(8)T

このコマンドは、CiscoAS5300、CiscoAS5350、CiscoAS5400、Cisco
AS5850に導入されました。enumキーワードが追加されました。

12.2(11)T

このコマンドが変更されました。IPv6のサポートが追加されまし
た。

12.4(22)T

このコマンドが変更されました。dhcpキーワードが追加されまし
た。

12.4(22)YB

このコマンドが、Cisco IOSリリース 15.0(1)Mに統合されました。15.0(1)M

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン session targetコマンドを使用すると、ダイヤルピアが現在のダイヤルピアからのコールを受信
するネットワーク固有の宛先を指定できます。オプションを選択してネットワーク固有のアド

レスまたはドメイン名をターゲットとして定義するか、または複数あるメソッドのいずれかを

選択して、現在のダイヤルピアからのコールを受信する宛先を自動的に決定することができま

す。

session target dnsコマンドは、マクロを指定しても指定しなくても使用できます。特定のルー
タに複数の番号グループが関連付けられている場合は、任意のマクロを使用することで、設定

が必要な VoIPダイヤルピアセッションターゲットの数を減らすことができます。
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session target enumコマンドは、ダイヤルピアが着信番号識別サービス（DNIS）番号を E.164
形式の番号に変換する際に、トランスレーションルール表を使用するよう指示します。この変

換後の番号は、URL収集先のDNSサーバーに送信されます。これらのURLは、各ユーザーを
コールの宛先として識別するものであり、場合によって SIPや H.323、電話機、ファクス、電
子メール、インスタントメッセージ、個人のWebページなどのさまざまなアクセスサービス
を表します。ダイヤルピアにセッションターゲットを割り当てる前に、グローバルコンフィ

ギュレーションモードで voice enum-match-tableコマンドを使用して、ENUMマッチテーブル
のトランスレーションルールを設定してください。このテーブルを特定するには、sessiontarget
enumコマンドで table-num引数を使用します。

session target loopbackコマンドを使用すると、コールの音声伝送パスをテストできます。ルー
プバックポイントは、コールオリジンによって異なります。

session target dhcpコマンドを使用すると、セッションターゲットホストを DHCP経由で取得
するよう設定できます。dhcpオプションは、セッションプロトコルとして SIPが使用されて
いる場合にのみ利用可能です。SIPを有効にするには、session protocol（ダイヤルピア）コマ
ンドを使用します。

Cisco IOSリリース 12.1(1)Tでは、session targetコマンドの設定において RASターゲットを
settle-callコマンドと組み合わせることができません。

session target settlement provider-numberコマンドで決済サーバーに VoIPダイヤルピアが設定
されている場合、session targetコマンドおよび settle-callコマンドの両方で同一の
provider-number引数が設定されている必要があります。

session target sip-serverコマンドを使用すると、グローバル SIPサーバーインターフェイスを
ダイヤルピアからのコールの宛先として指定できます。そのためにはまず、SIPユーザーエー
ジェント（UA）コンフィギュレーションモードで sip-serverコマンドを使用して、SIPサー
バーインターフェイスを定義する必要があります。この手順によって、各ダイヤルピアごとに

SIPサーバーインターフェイスの完全な IPアドレスを入力する代わりに、各ダイヤルピアを対
象にした session target sip-serverオプションを入力できるようになります。

SIPエンドポイントをHosted Unified Communications（HCS;ホステッドユニファイドコミュニ
ケーション）の SIPレジストラに登録した後は、session target registrarコマンドを使用して、
コールをレジストラエンドポイントに自動的にルーティングできるようになります。当該エン

ドポイントを指すダイヤルで、session targetコマンドを設定する必要があります。

例 次の例は、ドメインが example.comでホスト名が「voicerouter」の DNSを用いたセッ
ションターゲットを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 10 voip
session target dns:voicerouter.example.com

次の例は、任意の $u$.マクロを使用して DNSを用いたセッションターゲットを作成
する方法を示しています。この例では、宛先パターンの末尾に 4つのピリオド (.)がつ
いているため、先頭の番号が 1310555である限りあらゆる 4桁の内線番号が許可され
ている状態です。任意の $u$.マクロは、ゲートウェイに対して、ダイヤル番号の一致
しない部分（この場合は 4桁の内線番号）をダイヤルピアの識別手段として使用する
よう指示します。ドメインは「example.com」です。
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dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 1310555....
session target dns:$u$.example.com

次の例は、任意の $d$.マクロを使用して DNSを用いたセッションターゲットを作成
する方法を示しています。この例では、宛先パターンは 13105551111に設定されてい
ます。任意の $d$.マクロは、ゲートウェイに対して、この宛先パターンを
「example.com」ドメイン内のダイヤルピアを識別する手段として使用するよう指示し
ます。

dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 13105551111
session target dns:$d$.example.com

次の例は、任意の $e$.マクロを使用して DNSを用いたセッションターゲットを作成
する方法を示しています。この例では、宛先パターンは 12345に設定されています。
任意の $e$.マクロは、ゲートウェイに対して、宛先パターンの桁を逆向きに反転し、
各桁の間にピリオドを追加するとともに、この反転処理後の宛先パターンを使用して

「example.com」ドメイン内のダイヤルピアを識別するよう指示します。

dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 12345
session target dns:$e$.example.com

次の例は、ENUMマッチテーブルを用いたセッションターゲットを作成する方法を示
しています。この例では、ダイヤルピア 101を使用して発信されたコールにおいて、
enumマッチテーブル 3の優先順序に基づいてルールを使用するよう設定されていま
す。

dial-peer voice 101 voip
session target enum:3

次の例は、DHCPを用いたセッションターゲットを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 1 voip
session protocol sipv2
voice-class sip outbound-proxy dhcp
session target dhcp

次の例は、RASを用いたセッションターゲットを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 11 voip
destination-pattern 13105551111
session target ras

次の例は、settlementを用いたセッションターゲットを作成する方法を示しています。

dial-peer voice 24 voip
session target settlement:0

次の例は、IPv6を用いた 2001:10:10:10:10:10:10:230a:5090をホストとするセッション
ターゲットの作成方法を示しています。
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dial-peer voice 4 voip
destination-pattern 5000110011
session protocol sipv2
session target ipv6:[2001:0DB8:10:10:10:10:10:230a]:5090
codec g711ulaw

次の例は、Cisco Unified Border Element（UBE）で、コールをレジストラエンドポイン
トにルーティングするよう設定する方法を示しています。

dial-peer voice 4 voip
session target registrar

関連コマンド 説明コマンド

（ダイヤルプランに応じて）ダイヤルピアに使用するプレフィッ

クスまたは完全な E.164電話番号を指定します。
destination-pattern

ダイヤルピアコンフィギュレーションモードを開始して、音

声カプセル化の方法を指定します。

dial -peer voice

パケットネットワークを介したローカルルータとリモートルー

タ間におけるコールのセッションプロトコルを指定します。

session protocol（ダイヤルピ
ア）

セッションターゲットタイプにかかわらず、特定のダイヤルピ

アで決済を使用するよう指定します。

settle -call

SIPサーバーインターフェイスのネットワークアドレスを定義
します。

sip -server

ENUMマッチテーブルの定義を開始します。voice enum -match-table
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session target
Session Initiation Protocol（SIP）ユニフォームリソースロケータ（URI）をダイヤルピアのセッ
ションターゲットとして設定するには、ダイヤルピア音声コンフィギュレーションモードで

session target sip-uriコマンドを使用します。この設定を無効にするには、コマンドの no形式
を使用します。

session target
no session target

コマンドデフォルト

コマンドモード ダイヤルピア音声コンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.4(1)T

使用上のガイドライン

例

次の例は、session target sip-uriコマンドを使用して、SIP URIをダイヤルピアのセッ
ションターゲットとして設定する方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# dial-peer voice 25 voip
Device(config-dial-peer)# session protocol sipv2
Device(config-dial-peer)# destination uri mydesturi
Device(config-dial-peer)# session target sip-uri
Device(config-dial-peer)# end
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session transport
VoIPダイヤルピアで Session Initiation Protocol（SIP）メッセージの基本トランスポート層プロ
トコルとして TCPまたは User Datagram Protocol（UDP）を使用するよう設定するには、ダイ
ヤルピアコンフィギュレーションモードで session transportコマンドを使用します。デフォル
トキーワード systemにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

session transport {system | tcp [tls] | udp}
no session transport {system | tcp [tls] | udp}

構文の説明 SIPダイヤルピアは、音声サービス VoIP session transportに従います。system

SIPダイヤルピアは、TCPトランスポート層プロトコルを使用します。tcp

（任意）SIPダイヤルピアは、Transport Layer Security（TLS）over the TCPトランス
ポート層プロトコルを使用します。

tls

SIPダイヤルピアは、UDPトランスポート層プロトコルを使用します。これはデフォ
ルトです。

udp

コマンドデフォルト UDP

transportコマンドで指定するトランスポートプロトコルは、このコマンドで指定したプロト
コルと一致している必要があります。mustmatch

（注）

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション。

音声クラステナント。

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、お
よび Cisco AS5300に導入されました。

12.1(1)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入され
ました。

12.2(2)XA

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されまし
た。

12.2(11)T

このコマンドに任意のキーワード tlsが追加されました。12.4(6)T

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a
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使用上のガイドライン show sip-ua statusコマンドを使用すると、このコマンドで設定したトランスポートプロトコル
が、transportコマンドで設定したプロトコルと一致しているかを確認できます。ダイヤルピ
アコンフィギュレーションモードで使用して transportコマンドを使用すると、SIPトランス
ポートメソッド（UDP、TCP、または TLS over TCP）を指定できます。

例 次の例は、VoIPダイヤルピアでの SIPメッセージにおいてTCPを基本トランスポート
層プロトコルとして使用するよう設定したものです。

dial-peer voice 102 voip
session transport tcp

次の例は、VoIPダイヤルピアでの SIPメッセージにおいて TLS over TCPを基本トラ
ンスポート層プロトコルとして使用するよう設定したものです。

dial-peer voice 102 voip
session transport tcp tls

次の例は、VoIPダイヤルピアでの SIPメッセージにおいて UDPを基本トランスポー
ト層プロトコルとして使用するよう設定したものです。

dial-peer voice 102 voip
session transport udp

関連コマンド 説明コマンド

SIPゲートウェイ上の SIPコールサービスのステータスを表示します。show sip-ua status

SIPユーザーエージェント（ゲートウェイ）で、SIPのTCPソケットまた
は UDPソケットを介した着信コールでの SIPシグナリングメッセージを
設定します。

transport
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session transport（H.323音声サービス）
すべての VoIPダイヤルピアで使用される H.323メッセージの基本トランスポート層プロトコ
ルを設定するには、H.323音声サービスコンフィギュレーションモードで session transport コ
マンドを使用します。デフォルト値にリセットするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

session transport {udp | tcp [calls-per-connection value]}
no session transport

構文の説明 UDPトランスポート層プロトコルを使用するように H.323ダイヤルピ
アを設定します。

udp

TCPトランスポート層プロトコルを使用するように H.323ダイヤルピ
アを設定します。これはデフォルトです。

tcp

単一の TCP接続に多重化するコール数を設定します。calls-per-connection

コール数。範囲は 1～ 9999です。デフォルトは 5です。value

コマンドデフォルト デフォルトのセッショントランスポートプロトコルは TCPです。デフォルトの
calls-per-connection値は 5です。

コマンドモード H.323音声サービスコンフィギュレーション（conf-serv-h323）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Session Initiation Protocol（SIP）ダイヤルピアに導入されました。12.2(1)T

このコマンドが変更され、H323ダイヤルピアをサポートするようになりキーワー
ド calls-per-connectionが追加されました。

12.2(2)XA

このコマンドが、Cisco IOSリリース 12.2(4)Tに統合されました。12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.2(11)Tに統合されました。12.2(11)T

例 次の例は、ダイヤルピアでUDPトランスポート層プロトコルを使用するよう設定した
ものです。

Router(conf-voi-serv)# h323
Router(conf-serv-h323)# session transport udp
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関連コマンド 説明コマン

ド

H.323音声サービスコンフィギュレーションコマンドを有効にします。h323
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session transport（SIP）
SIPメッセージで使用する基本トランスポート層プロトコルを、TCP、transport layer security
over TCP（TLS over TCP）、または User Datagram Protocol（UDP）に設定するには、SIPコン
フィギュレーションモードで session transportコマンドを使用します。このコマンドの値をデ
フォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

session transport {udp | tcp [tls]}
no session transport {udp | tcp [tls]}

構文の説明 SIPメッセージで UDPトランスポート層プロトコルを使用するように設定します。こ
れはデフォルトです。

udp

SIPメッセージで TCPトランスポート層プロトコルを使用するように設定します。tcp

（任意）SIPメッセージで TLS over TCPトランスポート層プロトコルを使用するよう
に設定します。

tls

コマンドデフォルト コマンドのデフォルトは UDPです。

コマンドモード 音声サービス SIPコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがSIPコンフィギュレーションモードに導入されまし
た。

12.2(2)XB

このコマンドがCiscoAS5850プラットフォームに導入されました。12.2(2)XB2

このコマンドはCisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco 3700
シリーズ用にサポートが追加されました。Cisco AS5300、Cisco
AS5350、CiscoAS5850、CiscoAS5400のプラットフォームは、この
リリースではサポートされていませんでした。

12.2(8)T

Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5850の各プ
ラットフォームに対するサポートが追加されました。

12.2(11)T

このコマンドに任意のキーワード tlsが追加されました。12.4(6)T

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

使用上のガイドライン show sip-ua statusコマンドを使用すると、session transportコマンドで設定したトランスポー
トプロトコルが、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードで transportコマ
ンドを使用して設定されたプロトコルと一致しているかを確認できます。
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例 次の例は、SIPメッセージで使用する基本トランスポート層プロトコルを UDPに設定
したものです。

voice service voip
sip
session transport udp

次の例は、SIPメッセージで使用する基本トランスポート層プロトコルを TCPに設定
したものです。

voice service voip
sip
session transport tcp

次の例は、SIPメッセージで使用する基本トランスポート層プロトコルをTLSoverTCP
に設定したものです。

voice service voip
sip
session transport tcp tls

関連コマンド 説明コマンド

SIPゲートウェイ上の SIPコールサービスのステータスを表示します。show sip-ua status

SIPゲートウェイで、SIPの TCPソケットまたは UDPソケットを介した
着信コールでの SIPシグナリングメッセージを設定します。

transport
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session-set
Cisco 2600ベースのシグナリングリンクターミナル（SLT）上で、Signlaing System 7（SS7）
リンクと SS7セッションセット間の関連付けを作成するか、SS7リンクを SS7セッションセッ
トに関連付けるには、グローバルコンフィギュレーションモードで session-setコマンドを入
力します。現在のSS7セッションセットからSS7リンクを削除し、そのリンクをSS7セッショ
ンセット 0（デフォルト）を追加するには、このコマンドの no形式を使用します。

session-set session-set-id
no session-set

構文の説明 SS7セッション ID。有効な値は 0と 1です。デフォルト値は 0です。session -set-id

コマンドデフォルト SS7セッションセット 0

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドがCisco 2600ベースの SLTに導入されました。12.2(15)T

使用上のガイドライン CiscoAS5350およびCiscoAS5400プラットフォームで channel-idコマンドを使用すると、Cisco
SLT上で SS7リンクと SS7セッションセットの関連付けを作成できます。Cisco 26xxプラット
フォームでは channel-idコマンドはサポートされていないため、Cisco 26xxベース SLTのチャ
ネル IDは、WANインターフェイスカード（WIC）のスロット位置および SS7リンクの作成時
に使用されたチャネルグループ IDに基づき、暗黙的に割り当てられます。

このコマンドを省略した場合、リンクは暗黙的に SS7セッションセット 0（デフォルト）に追
加されます。

例 次の例は、session-setコマンドを使用して、関連付ける SS7リンクを SS7セッション
セットに追加する方法を示しています。

session-set 1

次の例は、no session-setコマンドを使用して、現在の割り当て先のSS7セッションセッ
トからリンクを削除し、そのリンクをデフォルトの SS7セッションセット 0に追加す
る方法を示しています。

no session-set
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関連コマンド 説明コマンド

Cisco AS5350またはCisco AS5400で、セッションチャネル IDを Signaling System
7（SS7）シリアルリンクに割り当てるか、SS7リンクをSS7セッションセットに
割り当てます。

channel-id

session〜 sgcp tse payload
40

session〜 sgcp tse payload
session-set



session-timeout
TFTPセッションを開いたままにできる最大時間を指定するには、電話プロキシコンフィギュ
レーションモードで session-timeoutコマンドを使用します。TFTPセッションのタイムアウト
時間を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

session-timeout seconds
no session-timeout

構文の説明 TFTPセッションの最大時間（秒単位）。範囲は 60～ 6000です。デフォルト値は
180秒です。

seconds

コマンドデフォルト セッションタイムアウトは 180秒に設定されています。

コマンドモード 電話プロキシコンフィギュレーションモード（config-phone-proxy）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン

例

次の例は、TFTPセッションのタイムアウト時間を200秒に指定する方法を示したもの
です。

Device(config)# voice-phone-proxy first-pp
Device(config-phone-proxy)# session-timeout 200
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set
クライアントオプションまたはサーバーオプションで耐障害性のセッションセットまたは非耐

障害性のセッションセットを作成するには、バックホールセッションマネージャコンフィギュ

レーションモードで setコマンドを使用します。セットを削除するには、このコマンドの no
形式を使用します。

set set-name {client | server} {ft | nft}
no set set-name {client | server} {ft | nft}

構文の説明 セッションセット名。set
-name

セッションセットはクライアントとして動作します。シグナリングバックホール用

の場合は、このオプションを選択します。

client

セッションセットはサーバーとして動作します。server

耐障害性の動作。作成するセッションセット内に複数のセッショングループを含め

て、各セッショングループによってゲートウェイを異なる Cisco VSC3000に接続で
きるようにする場合は、耐障害性を選択します。耐障害性を選択すると、セッショ

ンセット内の 1つのセッショングループに障害が発生した場合でもシステムが正し
く動作できるようになります。

ft

非耐障害性の動作。作成するセッションセットが（ゲートウェイを 1つの Cisco
VSC3000に接続する）1つのセッショングループのみを含む場合は、非耐障害性を
選択します。

nft

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード バックホールセッションマネージャコンフィギュレーション（config-bsm）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco MC3810
に導入されました。

12.2(4)T

このコマンドが Cisco AS5350および Cisco AS5400に導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB1

このコマンドは Cisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合され、Cisco IAD2420シリーズ
に導入されました。このリリースは、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850ではサポートされていません。

12.2(8)T
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変更内容リリース

このリリースでは、このコマンドは Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850でサポートされています。

12.2(11)T

使用上のガイドライン 1つのセッションセットに複数のセッショングループを関連付けることができます。

シグナリングバックホール用のセッションセットは、クライアントとして動作するように設定

する必要があります。

セッションセットは、そのセッションセットに関連付けられているすべてのセッショングルー

プがを最初に削除しない限り、削除できません。

例 次の例では、「set1」という名前のクライアントセットを耐障害性として設定したもの
です。

Router(config-bsm)# set set1 client ft
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set http client cache stale
HTTPクライアントキャッシュ内にあるすべてのエントリのステータスを古い（stale）状態に
設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで set http client cache staleコマン
ドを使用します。

set http client cache stale

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト HTTPクライアントキャッシュ内のエントリは、手動で古い状態にステータス変更されていま
せん。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(15)T

このコマンドがCisco IOSリリース 12.4(20)Tに統合されました。12.4(20)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、VoiceXMLアプリケーションからキャッシュ格納されたエントリ
を要求された際に、強制的にHTTPクライアントがサーバーとチェックして、同一ファイルの
更新バージョンが存在するかどうかを確認するよう設定できます。ルータが非ストリーミング

モードになっている場合、HTTPサーバーに対して条件付きリロードが送信されます。ルータ
がストリーミングモードになっている場合、更新用に無条件リロードが送信されます。ルータ

がどちらのモードに設定されていても、set http client cache staleコマンドを使用すると、確実
に VoiceXMLアプリケーションが最新ファイルを受信できるようになります。

show http client cacheコマンドの出力では、手動で古い（stale）とマークされたエントリには、
その経過時間の横にシャープ記号（#）が表示されます。

例 次の例は、HTTPクライアントキャッシュ内にあるすべてのエントリのステータスを
「古い」に設定したものです。

Router# set http client cache stale

関連コマンド 説明コマンド

HTTPクライアントキャッシュ内に含まれるエントリに関する情報を
表示します。

show http client cache
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set pstn-cause
着信PSTN原因コードをSession InitiationProtocol（SIP）エラーステータスコードにマッピング
するには、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードで set pstn-causeコマン
ドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

set pstn-cause value sip-status value
no set pstn-cause

構文の説明 PSTN原因コード。範囲は 1～ 127です。pstn -cause value

指定した PSTN原因コードと一致させる SIPステータスコード。範囲は 400
〜 699です。

sip -status value

コマンドデフォルト 次の表で定義されているデフォルトマッピングが使用されます。

表 1 : PSTN原因コードから SIPイベントへのデフォルトマッピング

SIPイベント説明PSTN原因コード

404 Not found割り当てられていない番号です1

404 Not found指定された中継ネットワークへのルートがあり

ません

2

404 Not found宛先へのルートがありません3

486 Busy hereユーザーが通話中です17

480 Temporarily unavailable応答ユーザなし18

ユーザーが電話に出ません19

加入者不在20

403 Forbiddenコールが拒否されました21

410 Gone番号が変更されました22

404 Not found非選択ユーザーのクリア26

404 Not found宛先の故障27

484 Address incompleteアドレスが不完全です28

501 Not implementedファシリティが拒否されました29

404 Not found正常、詳細不明31
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SIPイベント説明PSTN原因コード

503 Service unavailable使用可能な回路がありません34

503 Service unavailableネットワークの故障38

503 Service unavailable一時エラー発生41

503 Service unavailableスイッチング機器の輻輳42

503 Service unavailableリソースが使用できません47

403 Forbidden着信クラスが非公開ユーザーグループ（CUG）
内で禁止されています

55

403 Forbiddenベアラー機能が認められていません57

501 Not implemented現在ベアラー機能が使用不可です58

501 Not implementedベアラー機能が実装されていない65

501 Not implementedサービスまたはオプションが実装されていませ

ん

79

503 Service unavailableユーザーが非公開ユーザーグループ（CUG）の
メンバーではありません

87

400 Bad request宛先に互換性がありません88

400 Bad request無効なメッセージです95

408 Request timeoutRecover on Expiresがタイムアウトしました102

400 Bad requestプロトコルエラーです111

500 Internal server error上記以外のすべて

のコード

コマンドモード SIP UAコンフィギュレーション（config-sip-ua）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB2

このコマンドがCisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合されました。
このリリースでは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco
AS5400、およびCiscoAS5850のサポートは含まれていません。

12.2(8)T
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変更内容リリース

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン PSTN原因コードをマッピングできるのは一度につき 1つの SIPステータスコードのみです。

例 次の例は、単一の SIPステータスコードを単一の PSTN原因コードに対応するように
マッピングしたものです。

Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# set pstn-cause 111 sip-status 400
Router(config-sip-ua)# exit

関連コマンド 説明コマンド

PSTNリリース原因コードに対応する着信 SIPエラーステータスコードを設定
します。

set sip -status
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set sip-status
着信Session InitiationProtocol（SIP）エラーステータスコードをPSTN原因コードにマッピング
するには、SIPユーザーエージェントコンフィギュレーションモードで set sipstatusコマンド
を使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

set sip-status value pstn-cause value
no set sip-status

構文の説明 SIPステータスコード。範囲は 400〜 699です。sip -status value

指定した SIPステータスコードと一致させる PSTN原因コード。範囲は 1
～ 127です。

pstn -cause value

コマンドデフォルト 以下の表で定義されているデフォルトマッピングが使用されます。

表 2 : SIPイベントから PSTN原因コードへのデフォルトマッピング

説明PSTN原因コー
ド

SIPイベント

インターワーキング、未指定127400 Bad request

ベアラー機能が認められていません57401未認証

コールが拒否されました21402 Payment required

ベアラー機能が認められていません57403 Forbidden

割り当てられていない番号です1404 Not found

インターワーキング、未指定127405 Method not allowed

406 Not acceptable

コールが拒否されました21407 Proxy authentication required

Recover on Expiresがタイムアウトしました102408 Request timeout

一時エラー発生41409競合

割り当てられていない番号です1410 Gone

インターワーキング、未指定127411 Length required

413 Request entity too long

414 Request URI (URL) too long

サービスまたはオプションが利用不可79415 Unsupported media type
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説明PSTN原因コー
ド

SIPイベント

インターワーキング、未指定127420 Bad extension

ユーザーの応答がありません18480 Temporarily unavailable

インターワーキング、未指定127481 Call leg does not exist

482 Loop detected

483 Too many hops

アドレスが不完全です28484 Address incomplete

割り当てられていない番号です1485 Address ambiguous

ユーザーが通話中です17486 Busy here

インターワーキング、未指定127487 Request canceled

インターワーキング、未指定127488 Not acceptable here

一時エラー発生41500 Internal server error

サービスまたはオプションが実装されてい

ません

79501 Not implemented

ネットワークの故障38502 Bad gateway

サービスまたはオプションを使用できませ

ん

63503 Service unavailable

Recover on Expiresがタイムアウトしました102504 Gateway timeout

インターワーキング、未指定127505 Version not implemented

リソースの利用不可、未指定47580 Precondition failed

ユーザーが通話中です17600 Busy everywhere

コールが拒否されました21603 Decline

割り当てられていない番号です1604 Does not exist anywhere

現在ベアラー機能が使用不可です58606 Not acceptable

コマンドモード SIP UAコンフィギュレーション（config-sip-ua）
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(2)XB

このコマンドが Cisco AS5850に導入されました。12.2(2)XB2

このコマンドがCisco IOSリリース 12.2(8)Tに統合されました。
このリリースでは、Cisco AS5300、Cisco AS5350、Cisco
AS5400、およびCiscoAS5850のサポートは含まれていません。

12.2(8)T

YANGモデルでのサポートが導入されました。Cisco IOSXECupertino 17.7.1a

使用上のガイドライン 1つの SIPステータスコードを複数の PSTN原因コードにマッピングすることが可能です。た
とえば、503を 34、38および 58にマッピングできます。

例 次の例は、単一の PSTN原因コードを SIPステータスコードに対応するようにマッピ
ングしたものです。

Router(config)# sip-ua
Router(config-sip-ua)# set sip-status 400 pstn-cause 16

関連コマンド 説明コマンド

SIPエラーステータスコードに対応する着信PSTN原因コードを設定します。set pstn -cause
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settle-call
session targetコマンドで指定されたアドレス解決メソッドを使用する決済サーバーで強制的に
コールを承認するには、ダイヤルピアコンフィギュレーションモードで settle-callコマンドを
使用します。決済サーバーで承認が実行されないようにするには、このコマンドの no形式を
使用します。

settle-call provider-number
no settle-call provider-number

構文の説明 特定の決済サーバーの IDを定義する数字。有効なエントリは 0のみです。

session targetの typeが settlementである場合、session targetコ
マンドおよび settle-callコマンドの provider-number引数は同一
である必要があります。

（注）

provider -number

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード ダイヤルピアコンフィギュレーション（config-dial-peer）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco AS5300
に導入されました。

12.1(1)T

使用上のガイドライン session targetコマンドを使用すると、ダイヤルピアは、ipv4、dns、ras,および settlement の
各キーワードによって終端ゲートウェイのアドレスを判別できます。

session targetが settlement,に設定されておらず、かつ settle-call provider-number引数が設定さ
れている場合、ゲートウェイは指定されたメソッドを使用して終端ゲートウェイのアドレスを

解決した上で、決済サーバーに対してそのアドレスを承認し、その特定アドレスの決済トーク

ンを作成するよう要求します。ゲートウェイによって提示された終端ゲートウェイのアドレス

をサーバーが承認できない場合、コールは失敗します。

session targetの typeで、rasと settle-callは組み合わせて使用しないでください。session target
typeの組み合わせ使用はサポートされていません。

例 次の例では、 session targetで指定されたアドレス解決メソッドを使用する決済サー
バーで、コールが承認されるよう設定されています。

dial-peer voice 10 voip
destination-pattern 1408.......
session target ipv4:172.22.95.14
settle-call 0
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関連コマンド 説明コマンド

特定のダイヤルピアにネットワーク固有のアドレスを指定します。session target

session〜 sgcp tse payload
52

session〜 sgcp tse payload
settle-call



settlement
決済コンフィギュレーションモードを開始し、決済プロバイダーに固有の属性を指定するに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで settlementコマンドを使用します。決済プ
ロバイダーを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

settlement provider-number
no settlement provider-number

構文の説明 特定の決済サーバーを定義する数字。有効なエントリは0のみです。provider -number

コマンドデフォルト 0

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco AS5300
に導入されました。

12.0(4)XH1

このコマンドが Cisco IOSリリース 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

使用上のガイドライン 変数 provider-numberで、特定の決済プロバイダーを定義します。Cisco IOSリリース 12.1で
は、各システムにつき設定できるクリアリングハウスは 1つのみであり、provider-numberに入
力できる有効な値は 0のみです。

例 この例は、決済コンフィギュレーションモードを開始したものです。

settlement 0

関連コマンド DescriptionCommand

通信交換の完了後に接続を維持する時間を設定します。connection -timeout

決済プロバイダーのキャリアまたは ISPを識別します。customer -id

決済プロバイダーに関連付けられたゲートウェイを指定します。device -id

プロバイダーとネゴシエートする暗号化メソッドを設定します。encryption

決済プロバイダーとの通信に使用できる同時接続の最大数を設定します。max -connection

サーバーからの応答を待機する最大時間を設定します。response -timeout

決済プロバイダーへの接続試行間の間隔を設定します。retry -delay
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DescriptionCommand

接続の再試行制限を設定します。retry -limit

入力トラフィックまたは出力トラフィックがない場合における接続終了

間隔を設定します。

session -timeout

すべての決済サーバートランザクションの設定を表示します。show settlement

決済プロバイダーを起動します。shutdown

SAA-RTR動作タイプを設定します。type
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settlement roam-pattern
ユーザーがローミング中かどうかを判定するための一致条件パターンを設定するには、グロー

バルコンフィギュレーションモードで settlement roam-patternコマンドを使用します。特定
のパターンを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

settlement provider-number roam-pattern pattern {roaming | noroaming}
no settlement provider-number roam-pattern pattern {roaming | noroaming}

構文の説明 特定の決済サーバーの IDを定義する数字。有効なエントリは 0のみです。provider -number

ユーザーアカウントパターン。pattern

ユーザーがローミング中であることを指定します。roaming

ユーザーがローミング中でないことを指定します。noroaming

コマンドデフォルト デフォルトのパターンは設定されていません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、および Cisco AS5300
に導入されました。

12.1(1)T

使用上のガイドライン 1つのゲートウェイに複数のローミングパターンを入力できます。

例 次の例は、ユーザーがローミング中かどうかの判定条件となるパターンの設定方法を

示しています。

settlement 0 roam-pattern 1222 roaming
settlement 0 roam-pattern 1333 noroaming
settlement 0 roam-pattern 1444 roaming
settlement 0 roam-pattern 1555 noroaming

関連コマンド 説明コマンド

決済プロバイダーのローミング機能を有効にします。roaming (settlement)

決済コンフィギュレーションモードを開始します。settlement
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sgcp
Simple Gateway Control Protocol（SGCP）デーモンを起動してリソースを割り当てるには、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで sgcpコマンドを使用します。すべてのコールを終
了し、割り当て済みのリソースをすべてリリースしてSGCPデーモンを強制終了するには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

sgcp
no sgcp

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト SGCPデーモンは有効になっていません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドはプライベートリリースとして Cisco MC5300のみに導入されました
（一般非公開）。

12.0(5)T

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン SGCPデーモンがアクティブでない場合、すべての SGCPメッセージは無視されます。

no sgcpコマンドを入力すると、SGCPプロセスが削除されます。

no sgcpコマンドを入力したら、SGCPの無効化が反映されるよう、設定を保存してルータを再
起動する必要があります。

（注）

例 次の例では、SGCPデーモンを有効化します。

sgcp

次の例では、SGCPデーモンを無効化します。

no sgcp
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関連コマンド 説明コマンド

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするためT1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp call-agent
ルータ構成ファイルでデフォルトの Simple Gateway Control Protocol（SGCP）コールエージェ
ントの IPアドレスを定義するには、グローバルコンフィギュレーションモードで sgcpcall-agent
コマンドを使用します。ルータ構成からデフォルト SGCPコールエージェントの IPアドレス
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp call-agent ipaddress [: udp port]
no sgcp call-agent ipaddress

構文の説明 コールエージェントの IPアドレスまたはホスト名。ipaddress

（任意）コールエージェントの UDPポート。:udp port

コマンドデフォルト IPアドレスは設定されていません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドはプライベートリリースとして Cisco MC5300のみに導入されました
（一般非公開）。

12.0(5)T

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、ルータ起動時にルータが最初のRSIP（Restart In Progress）パケッ
トを送信するデフォルト SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義できます。この IPア
ドレスは、初期起動時においてSGCPコールエージェントがゲートウェイとして機能するルー
タに接続する前にのみ使用されます。

no sgcp callagentコマンドを入力すると、デフォルト SGCPコールエージェントの IPアドレス
だけが削除されます。

例 次の例は、SGCPを有効化してコールエージェントの IPアドレスを指定したものです。

sgcp
sgcp call-agent 209.165.200.225

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp
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説明コマンド

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするためT1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp graceful-shutdown
新しいコールをすべてブロックし、既存コールをすべて正常に終了する（発信者が通話を終了

するのを待つ）には、グローバルコンフィギュレーションモードで sgcp graceful-shutdownコ
マンドを使用します。すべてのコールに対するブロックを解除し、新しいコールの受信を許可

するには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp graceful-shutdown
no sgcp graceful-shutdown

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドはプライベートリリースとして Cisco MC5300に導入されました（一
般非公開）。

12.0(5)T

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを実行すると、新しい接続要求（CreateConnection要求）がすべて拒否されます。
既存のコールはすべて、ユーザーが当該コールを終了するか、no sgcpコマンドを入力するま
で維持されます。最後のアクティブコールが終了すると、SGCPデーモンが終了し、当該デー
モンに割り当てられているリソースがすべて解放されます。

例 次の例は、新しいコールをすべてブロックして既存のコールを終了したものです。

sgcp graceful-shutdown

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay
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説明コマンド

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするため T1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンドTSEを有効化します。sgcp tse payload
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sgcp max-waiting-delay
再起動時の雪崩を防ぐために Simple Gateway Control Protocol（SGCP）の最大待機遅延を設定
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで sgcp max-waiting-delayコマンドを使
用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp max-waiting-delay delay
no sgcp max-waiting-delay delay

構文の説明 ミリ秒単位での最大待機遅延（MWD）。値の範囲は 1～ 600000です。デフォルトは
3000です。

delay

コマンドデフォルト 3,000ミリ秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドはプライベートリリースとして Cisco MC5300に導入されました（一
般非公開）。

12.0(5)T

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

例 次の例は、最大待機遅延の値を 40ミリ秒に設定したものです。

sgcp max-waiting-delay 40

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

session〜 sgcp tse payload
62

session〜 sgcp tse payload
sgcp max-waiting-delay



説明コマンド

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするため T1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp modem passthru
SimpleGatewayControl Protocol（SGCP）モデムパススルーまたはファクスパススルーを有効に
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで sgcp modem passthruコマンドを使
用します。SGCPモデムパススルーまたはファクスパススルーを無効化するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

sgcp modem passthru {ca | cisco | nse}
no sgcp modem passthru {ca | cisco | nse}

構文の説明 コールエージェント制御モデムのアップスピードメソッド違反メッセージ。ca

プロトコルに基づくシスコ独自仕様のアップスピードメソッド。cisco

NSEベースのモデムアップスピードメソッド。nse

コマンドデフォルト SGCPモデムパススルーまたはファクスパススルーは、デフォルトでは無効になっています。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、プライベートリリースとしてCiscoMC3810およびCisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン 応答トーンはモデム送信またはファクス送信のいずれでからでも発信できるため、このコマン

ドを使用してファクスパススルーを設定できます。アップスピードメソッドとは、ネットワー

ク状態に応じてコーデックの種類や速度を動的に変更するために用いるメソッドを指します。

nseオプションを使用する場合は、sgcp tse payloadコマンドも設定する必要があります。

例 次の例は、コールエージェントアップスピードメソッドを使用して SGCPモデムパ
ススルーを設定したものです。

sgcp modem passthru ca

次の例は、シスコ独自仕様のアップスピードメソッドを使用して SGCPモデムパスス
ルーを設定したものです。

sgcp modem passthru cisco

次の例は、NSEベースのモデムアップスピードを使用して SGCPモデムパススルーを
設定したものです。
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sgcp modem passthru nse
sgcp tse payload 110

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするため T1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンドTSEを有効化します。sgcp tse payload
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sgcp quarantine-buffer disable
SimpleGatewayControl Protocol（SGCP）検疫バッファを無効にするには、グローバルコンフィ
ギュレーションモードで sgcp quarantine-buffer disableコマンドを使用します。SGCP検疫バッ
ファを再び有効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp quarantine-buffer disable
no sgcp quarantine-buffer disable

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト SGCP検疫バッファは有効になっている状態です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドは Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されていました。12.1(2)T

使用上のガイドライン SGCP検疫バッファは、2つの通知要求（RQNT）メッセージ間におけるSGCPイベントをバッ
ファリングするメカニズムです。

例 次の例は、SGCP検疫バッファを無効化したものです。

sgcp quarantine-buffer disable

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義しま
す。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定しま
す。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよび
「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries
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説明コマンド

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定します。sgcp request timeout

SGCPコールエージェントがT1コントローラと同期できるようにす
るため T1コントローラが動作中または停止中かを示す RSIPメッ
セージを、ルータから SGCPコールエージェントに送信するようト
リガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使用する
よう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定しま
す。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化します。sgcp tse payload
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sgcp request retries
Simple Gateway Control Protocol（SGCP）コールエージェントに対する「notify」メッセージお
よび「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定するには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで sgcp request retriesコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、この
コマンドの no形式を使用します。

sgcp request retries count
no sgcp request retries

構文の説明 「notify」メッセージおよび「delete」メッセージを、ドロップする前に SGCPコール
エージェントに対して再送信する回数。範囲は 1～ 100です。デフォルトは 3です。

count

コマンドデフォルト 3回

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドはプライベートリリースとして Cisco MC5300に導入されました（一
般非公開）。

12.0(5)T

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン 実際の再試行回数は、このコマンドに入力した値とは異なる場合があります。コールエージェ

ントにも再試行回数の制限が設けられています。30秒経過してもコールエージェントからの応
答がない場合は、 sgcp request retriesコマンドで設定された回数に達していなくても、ゲート
ウェイは再試行を停止します。

30秒経過すると、このコマンドの設定に関係なく、ルータが再試行の送信を停止します。

例 次の例は、要求をドロップする前にシステムで sgcpコマンドを 10回送信するよう設
定したものです。

sgcp request retries 10

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent
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説明コマンド

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設
定します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするためT1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp request timeout
システムが要求への応答を待機する時間を指定するには、グローバルコンフィギュレーション

モードで sgcp request timeoutコマンドを使用します。デフォルトにリセットするには、この
コマンドの no形式を使用します。

sgcp request timeout timeout
no sgcp request timeout

構文の説明 要求への応答を待機する時間（ミリ秒単位）。範囲は 1～ 10000です。デフォルト
は 500です。

timeout

コマンドデフォルト 500ミリ秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドはプライベートリリースとして Cisco MC5300に導入されました（一
般非公開）。

12.0(5)T

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドは、SGCPコールエージェントに対して送信される「notify」メッセージおよび
「delete」メッセージに使用します。

例 次の例は、要求への応答を 40ミリ秒待機するようにシステムを設定したものです。

sgcp request timeout 40

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay
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説明コマンド

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするため T1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp restart
Simple Gateway Control Protocol（SGCP）コールエージェントが T1コントローラと同期できる
ようにするため、T1コントローラが動作中または停止中かを示す再起動中（RSI）メッセージ
をルータから SGCPコールエージェントに送信するようトリガーするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで sgcp restartコマンドを使用します。デフォルトにリセットする
には、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp restart {delay delay | notify}
no sgcp restart {delay delay | notify}

構文の説明 再起動遅延（ミリ秒単位）。範囲は 0～ 600です。デフォルト値は 0です。delay delay

SGCP/デジタルインターフェイスの状態遷移時に通知を再開します。notify

コマンドデフォルト 0ミリ秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、プライベートリリースとしてCiscoMC3810およびCisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、ルータから SGCPコールエージェントに RSIPメッセージを送信
できます。RSIPメッセージは、ルータとコールエージェントを同期するために使用されます。
RSIPメッセージは、SGCPデーモンを有効にする sgcpコマンドの入力時にも送信されます。

RSIPメッセージの送信を有効にするには、notifyオプションの入力が必須です。

例 次の例は、SGCP再起動前のシステム待機時間を 40ミリ秒に設定したものです。

sgcp restart delay 40

次の例は、T1コントローラの状態が変化したときに SGCPコールエージェントに対し
て RSIP通知を送信するようシステムを設定したものです。

sgcp restart notify

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp
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説明コマンド

デフォルトのSGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設
定します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによるRTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp retransmit timer
SimpleGatewayControl Protocol（SGCP）の再送信タイマーでランダムアルゴリズムを使用する
よう設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードで sgcp retransmit timerコマ
ンドを使用します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp retransmit timer random
no sgcp retransmit timer random

構文の説明 SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムを使用します。random

コマンドデフォルト SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムを使用しません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco 3600シリーズおよび Cisco
MC3810に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、再送信タイマーのランダムアルゴリズムコンポーネントを有効

化できます。たとえば、再送信タイマーが 200ミリ秒に設定されている場合、1番目の再送信
タイマーは 200ミリ秒に設定されますが、2番目の再送信タイマーでは 200または 400のうち
いずれかのタイマー値がランダムに選択されます。3番目の再送信タイマーでは、次に示すよ
うに 200、400または 800のうちいずれかのタイマー値がランダムに選択されます。

• 1番目の再送信タイマー：200

• 2番目の再送信タイマー：200または 400

• 3番目の再送信タイマー：200、400、または 800

• 4番目の再送信タイマー：200、400、800、または 1600

• 5番目の再送信タイマー：200、400、800、1600、または 3200（以降同様）。

30秒が経過すると、再送信タイマーは再試行を行わなくなります。

例 次に、再送信タイマーでランダムアルゴリズムを使用するよう設定した例を示します。

sgcp retransmit timer random
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関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするためT1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp timer
ゲートウェイによるReal-Time Transport Protocol（RTP）ストリーム損失の検出方法を設定する
には、グローバルコンフィギュレーションモードで sgcp timerコマンドを使用します。デフォ
ルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp timer {receive-rtcp timer | rtp-nse timer}
no sgcp timer {receive-rtcp timer | rtp-nse timer}

構文の説明 RTP Control Protocol（RTCP）送信間隔（ミリ秒単位）。範囲は 1～ 100
です。デフォルトは 5です。

receive -rtcp timer

RTP named signaling event（NSE）のタイムアウト（ミリ秒単位）。範囲は
100～ 3000です。デフォルトは 200です。

rtp -nse timer

コマンドデフォルト receive -rtcp：5ミリ秒

rtp -nse：200ミリ秒

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドはプライベートリリースとして Cisco MC5300に導入されました（一
般非公開）。

12.0(5)T

このコマンドは、プライベートリリースとして Cisco MC3810および Cisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン RTPNSEタイマーは、プロキシ呼び出し用です（発信ゲートウェイでリングバックトーンが鳴
ります）。

例 次の例は、RTPCP送信間隔を 100ミリ秒に設定したものです。

sgcp timer receive-rtcp 100

次の例は、NSEタイムアウトを 1000ミリ秒に設定したものです。

sgcp timer rtp-nse 1000

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp
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説明コマンド

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよ
び「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするためT1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

SGCP再送信タイマーでランダムアルゴリズムメソッドを使
用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ファクス/モデム運用に対してインバンド TSEを有効化しま
す。

sgcp tse payload
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sgcp tse payload
ファクスおよびモデムの運用でインバンドテレフォニーシグナリングイベント（TSE）を有
効にするには、グローバルコンフィギュレーションモードで sgcp tse payloadコマンドを使用
します。デフォルトにリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

sgcp tse payload type
no sgcp tse payload type

構文の説明 TSEペイロードタイプ。範囲は 96～ 119です。デフォルトは 0で、このコマンドが無
効化されていることを意味します。

type

コマンドデフォルト 0（無効）

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、プライベートリリースとしてCiscoMC3810およびCisco 3600シ
リーズ（Cisco 3620を除く）に導入されました（一般非公開）。

12.0(7)XK

このコマンドが Cisco 3600シリーズおよび Cisco MC3810に導入されました。12.1(2)T

使用上のガイドライン このコマンドはデフォルトで無効になっているため、TSEペイロードタイプを指定する必要が
あります。

sgcp modem passthruコマンドをnse値に設定した場合は、このコマンドの設定が必須となりま
す。

例 次の例は、インバンドテレフォニーシグナリングイベントのペイロード値を 110に
設定し、NSEベースのモデムアップスピードを使用したSimpleGatewayControl Protocol
（SGCP）モデムパススルーを設定したものです。

sgcp modem passthru nse
sgcp tse payload 110

関連コマンド 説明コマンド

SGCPデーモンのリソースを起動して割り当てます。sgcp

デフォルトの SGCPコールエージェントの IPアドレスを定義
します。

sgcp call-agent

すべての SGCPアクティビティを正常に終了します。sgcp graceful-shutdown
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説明コマンド

再起動時の雪崩現象を防ぐため、SGCPの最大待機遅延を設定
します。

sgcp max-waiting-delay

SGCPモデムまたはファクスのパススルーを有効化します。sgcp modem passthru

SGCPの検疫バッファを無効化します。sgcp quarantine-buffer disable

SGCPコールエージェントに対する「notify」メッセージおよび
「delete」メッセージ送信の再試行回数を指定します。

sgcp request retries

システムがリクエストに応答するまでの待機時間を指定しま

す。

sgcp request timeout

SGCPコールエージェントが T1コントローラと同期できるよ
うにするため T1コントローラが動作中または停止中かを示す
RSIPメッセージを、ルータから SGCPコールエージェントに
送信するようトリガーします。

sgcp restart

コールエージェントが同期できるよう、SGCP再送信タイマー
でランダムアルゴリズムメソッド（アップまたはダウン）を

使用するよう設定します。

sgcp retransmit timer

ゲートウェイによる RTPストリームホストの検出方法を設定
します。

sgcp timer
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source filter
Session Initiation Protocol（SIP）シグナリングを介してネゴシエートされた内容と異なる送信元
IPアドレスとポート番号を持つ Real-time Transport Protocol（RTP）パケットをフィルタリング
するには、音声サービス SIPコンフィギュレーションモードで source filterコマンドを使用し
ます。フィルタリングを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

source filter
no source filter

コマンドデフォルト RTP送信元フィルタリングは無効になっています。

コマンドモード 音声サービス SIPコンフィギュレーション（conf-serv-sip）

コマンド履歴 変更内容リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン SIP IOSゲートウェイが、アクティブコールで宛先 IPアドレスおよびポートが同一である無効
な RTPストリームを受信した場合、公衆電話交換網（PSTN）発信者側でクロストークが発生
する可能性があります。無効なストリームは、SIP SessionDescription Protocol（SDP）を使用し
てネゴシエートされたものとは異なる送信元 IPアドレスおよびポートを持っています。この
場合ゲートウェイ内のデジタルシグナルプロセッサ（DSP）が、有効なRTPストリームと無効
な RTPストリームの両方を混合して PSTN発信者側で再生します。source filterコマンドを使
用すると、SIPシグナリングを介してネゴシエートされたものとは異なる送信元 IPアドレスお
よびポート番号を持つ RTPパケットをフィルタリングできます。

例 次の例は、RTPパケットのフィルタリング方法を示しています。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# voice service voip
Device(conf-voi-serv)# sip
Device(conf-serv-sip)# source filter

関連コマンド 説明コマンド

SIPコンフィギュレーションモードを開始します。sip

音声カプセル化タイプを指定し、音声サービスコンフィギュレーション

モードを開始します。

voice service voip
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


